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・福祉人材に対する基本姿勢
　①目標管理の人事システム
　②基本を守り末まで再生・人材育成　生活共育
　③自分がやる、皆でやる、楽しくやる、
　　　　　　　　　　　風通しの良い職場環境
　　　　　　④認め合い信頼し合い感謝する
　　　　　　　　　　働き甲斐のある職場環境

　　　　　　　　　　　・美晴が丘 15年
　　　　　　　　　　　・荻の苑 5年
　　　　　　　　　　　　ブランド再構築

平成28年度事業計画
　平成 28 年 3 月 13 日に開催された社会福祉法人孝寿福祉会　理事会、評議員会において、承認された
平成 28 年度理念と事業計画を、一部抜粋してお伝えします。

特別計画
①朝地町の方が地域密着型をご利用できる連携体制。
②介護予防自立支援・総合事業を社協「つるかめ」、暮らサポ直入「ゆのはな」、荻「しらみず」と連携協力。
③ホームページ、SNS での情報発信
④大規模防災計画総合訓練（消防団、防災士会、自治会共催）
⑤ライフラインの維持管理のため、設備、エネルギー、情報管理の改善
相談苦情について：事務支援室を苦情受付窓口として、第三者委員会、アンケート調査を実施し、ひば
り会家族会関係行政団体と連携し公平公正に問題の解決に当たります。
法人経営会議、3施設合同研究発表会を通じ、医療介護連携して課題を見つけ、問題を解決します。

・ご利用者に対する基本姿勢
　①人権の尊重・ご利用者第一

　②基本を守り情報共有しサービスの質の向上へ

　③見える化して生活・ケア環境の向上へ

　④社会と地域との関係継続

・「ゆとり・笑顔・支え合い」
・「一期一笑」の実践

・社会に対する基本姿勢
　①地域福祉の推進
　②公益的取り組みの推進
　③説明責任の徹底
　④行政との連携・協力推進

・美晴が丘・荻の苑の「見える化」

ご利用者
笑顔の力

職員
感謝の力

事業継続する力
地域社会に
必要とされる力

・マネジメントの基本姿勢
　①コンプライアンスの徹底
　②組織統治の再編確立
　③財務基盤の安定化
　④経営管理者の役割遂行

・時流を読み取り変化継続する

美晴が丘組織
事務支援室

（総務・経理・相談）

施設サービス室 従来型：（従来型特養 36 床　短期入所生活介護 13 床）
ユニット型：（地域密着型介護老人福祉施設（18 床 2 ユニット）

在宅サービス室

居宅介護支援センター

デイサービス事業：（地域密着型認知症対応通所介護、予防介護定員 12 名）
ホームヘルプ事業：（介護、介護予防、障がい者自立支援）
配食サービス事業：（在宅サービス室、事務支援室、食事サービス室協働事業）

看護サービス室 食事サービス室
（リハビリテーション部含む）

（介護保険、介護予防、自立支援総合事業）

地域交流事業 各種団体、保幼小中学校、体験見学研修会議、地域交流スペースの利用促進

サービス付き高齢者向け住宅「美空の家」 9 室（27～28 ㎡）入居者募集中

（管理栄養士による栄養指導）
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勘定科目 本部拠点 美晴が丘拠点 荻の苑拠点 法人統合

流動資産 2,951,073 60,121,376 26,914,267 89,986,716
固定資産 0 675,317,734 259,339,367 934,657,101
　基本財産 0 651,043,400 236,181,718 887,225,118
　その他の固定資産 0 24,274,334 23,157,649 47,431,983

資産の部合計 2,951,073 735,439,110 286,253,634 1,024,643,817
流動負債 13,767,821 52,349,105 22,713,601 88,830,527
固定負債 37,320,000 137,483,831 154,152,900 328,956,731

負債の部合計 51,087,821 189,832,936 176,866,501 417,787,258
基本金 0 224,331,112 0 224,331,112
国庫補助金等特別積立金 0 265,935,073 98,847,589 364,782,662
その他の積立金 0 0 0 0
次期繰越活動増減差額 − 48,136,748 55,339,989 10,539,544 17,742,785

純資産の部合計 − 48,136,748 545,606,174 109,387,133 606,856,559
負債及び純資産の部合計 2,951,073 735,439,110 286,253,634 1,024,643,817

●　平成 28年度　行事計画　●
法人公益、地域 美晴が丘 荻 の 苑

年間

理 事 会、 評 議 員 会
（5・11・3 月）
経営会議

（第 1・３㈬）

第三者委員会（5・7・11 月：第 2 ㈯／ 2 月：第 3 ㈯）、
第三者相談会（毎月：第 2 ㈯／ 8・10・2 月：第３㈯）、
地域密着型運営推進会議（ユニット特養、デイサービ
ス ､ 偶数月：第 3 ㈫）、理美容ビューティフルライフ、
防災訓練（毎月）

第三者委員会（5・8・11・2 月：第 3 ㈭）、
第三者相談会（毎月：第 3 ㈭）、地域
密着型運営推進会議（奇数月：第 2 ㈭）、
ビューティフルライフ（偶数月）、フラ
ワーアレンジメント教室（毎月：第 3 ㈭）

4 月 家族会報告
交通安全運動 7 日／花祭り、花見、畑仕事、27 日／食事会 お花見

5 月 決算役員会
総合防災訓練

5 日／端午の節句、菖蒲湯、11 〜 14 日／母の日会
28 日／合同誕生会、25 日／ピクニック

5 日／端午の節句しょうぶ湯、8 日／
母の日会、家族会総会、祭り交流

6 月
夜勤者健診
産業医健康教室
ひばり会総会

15 日／父の日会、野菜作り、梅干し作り
七夕飾り、25 日／合同誕生会 18 日／父の日会

7 月 夏の事故ゼロ運動
炭酸泉祭

7 日／七夕、23 日／そうめん流し、野菜収穫、家庭介
護者教室、28 日／合同誕生会

7 日／七夕
21 日／土用丑の日

8 月 地域祭交流
10・12 日／盆団子つくり、17 日／盆供養
20 日／お接待、なおいり保育園交流
24 日／ビヤガーデン、27 日／合同誕生会

そうめん流し
13 〜 15 日／お盆、20 日頃／お接待、
下旬／新涼祭、おやつバイキング

9 月 地域運動会、敬老会、
諸行事参加交流

15 日／名月（みげにち）、20 日／敬老会
21 日／長寿祭、敬老会参加、彼岸おはぎ作り、外食
24 日／合同誕生会

15 日／名月（みげにち）
18 日／敬老会、23 日／彼岸　
下旬／ 風船バレーボール大会

10 月 美晴が丘の秋祭り
10 月 9 日

家庭介護者教室、運動会、収穫祭と季節の料理作り
30 日／合同誕生会

9 日／美晴が丘の秋祭り協力、秋刀魚
焼き大会、31 日／ハロウィン

11 月 予防接種
補正予算会

5 日／亥の子、なおいり保育園交流、紅葉見物、焼き
芋干柿作り、季節料理作り、ふるさと祭り交流 3 日／とまと天国、上旬／紅葉見物

12 月 職員健診
冬の事故ゼロ運動

ゆず湯、クリスマス会、直入幼稚園交流　
27 日／餅つき大会、正月準備、門松作り

24 日／クリスマス会、
下旬／餅つき大会（家族会）
正月準備

1 月 各種申請報告書提出
美晴が丘神社初詣
7 日／七草粥、11 日／鏡開
18 日／新年会、29 日／合同誕生会

1・2 日／荻の苑神社初詣
7 日／七草
11 日／鏡開き

2 月 第三者委員研修
3 日／節分
14 日／バレンタインデー
26 日／合同誕生会、季節料理作り

3 日／節分、巻きずし
14 日／バレンタインデー

3 月 次年度事業計画
理事会

3 日／雛祭、20 日頃／お接待、21 日／彼岸
26 日／季節料理作り、28 日／合同誕生会

3 日／ひな祭、20 日／春分ぼた餅
20 日頃／お接待

　ご利用者本人、ご家族様の希望に合わせて行事を開催します。詳細は冊子にして、美晴が丘・荻の苑各部署に備えてい
ますのでいつでもご覧ください。諸行事のお知らせは請求書に同封したり、毎月ホームページ等でお知らせしますので、
ご家族様、地域の皆様　お誘いあわせの上、ご参加ください。

平成27年度決算（貸借対照表）
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勘定科目 本部拠点 美晴が丘拠点 荻の苑拠点 法人統合

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
　
　
入

介護保険事業収入 0 281,283,599 135,048,032 416,331,631
障害福祉サービス等事業収入 0 0 0 0
サ高住事業収入 0 2,409,671 0 2,409,671
配食サービス事業収入 0 5,696,250 0 5,696,250
借入金利息補助金収入 0 0 0 0
経常経費寄附金収入 831,000 210,078 204,760 1,245,838
受取利息配当金収入 447 1,818 1,189 3,454
その他の収入 181,120 642,368 715,656 1,539,144
流動資産評価益等による資産増加額 0 0 0 0

事業活動収入計⑴ 1,012,567 290,243,784 135,969,637 427,225,988

支
　
　
出

人件費支出 18,478,794 154,160,202 90,896,740 263,535,736
事業費支出 0 43,721,441 20,449,314 64,170,755
事務費支出 23,070 39,434,935 18,237,044 57,695,049
利用者負担軽減額 0 1,466,097 4,707 1,470,804
支払利息支出 721,676 3,514,967 2,048,400 6,285,043
その他の支出 0 319,157 472,867 792,024
流動資産評価損等による資産減少額 0 0 0 0
事業活動支出⑵ 19,223,540 242,616,799 132,109,072 393,949,411
事業活動資金収支差額⑶＝⑴−⑵ − 18,210,973 47,626,985 3,860,565 33,276,577

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
　
入

施設整備等補助金収入 0 0 0 0
施設整備等寄付金収入 0 0 0
施設整備等借入金収入 0 0 0 0
その他の施設整備等による収入 0 0 0 0

施設整備等収入計⑷ 0 0 0 0

支
　
出

設備資金借入金元金償還金支出 0 14,846,157 7,788,000 22,634,157
固定資産取得支出 0 1,280,880 0 1,280,880
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0 0
ファイナンスリース債務の返済支出 0 1,752,432 457,380 2,209,812
その他の施設整備等による支出 0 0 0 0

施設整備等支出計⑸ 0 17,879,469 8,245,380 26,124,849
施設整備等資金収支差額⑹＝⑷−⑸ 0 − 17,879,469 − 8,245,380 − 26,124,849

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
入

長期運営資金借入金元金償還寄付金収入 0 0 0 0
長期運営資金借入金収入 10,000,000 0 0 10,000,000
積立資産取崩収入 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金収入 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金回収収入 0 0 0 0
拠点区分間繰入金収入 71,820,450 50,603,371 47,258,534 169,682,355
その他の活動による収入 0 0 0 0

その他の活動収入計⑺ 81,820,450 50,603,371 47,258,534 179,682,355

支
　
　
出

長期運営資金借入金元金償還支出 7,200,000 0 0 7,200,000
積立資産支出 0 0 0 0
拠点区分間長期貸付金支出 0 0 0 0
拠点区分間長期借入金返済支出 0 0 0 0
拠点区分間繰入金支出 45,074,145 80,895,682 43,712,528 169,682,355
その他の活動による支出 0 0 0 0

その他の活動支出計⑻ 52,274,145 80,895,682 43,712,528 176,882,355
その他の活動資金収支差額⑼＝⑺−⑻ 29,546,305 − 30,292,311 3,546,006 2,800,000

予備費支出⑽ 0 0 0 0
当期資金収支差額合計⑾＝⑶＋⑹＋⑼−⑽ 11,335,332 − 544,795 − 838,809 9,951,728

前期末支払資金残高⑿ 203,101 33,992,978 17,868,197 52,064,276
当期末支払資金残高⑾＋⑿ 11,538,433 33,448,183 17,029,388 62,016,004

平成27年度決算（資金収支）
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勘定科目 本部拠点 美晴が丘拠点 荻の苑拠点 法人統合

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
　
　
益

介護保険事業収益 0 281,283,599 135,048,032 416,331,631
障害福祉サービス等事業収益 0 0 0 0
サ高住事業収益 0 2,409,671 0 2,409,671
配食サービス事業収益 0 5,696,250 0 5,696,250
経常経費寄附金収益 831,000 210,078 204,760 1,245,838
その他の収益 0 0 0 0

サービス活動収益計⑴ 831,000 289,599,598 135,252,792 425,683,390

費
　
　
　
　
用

人件費 18,444,370 153,800,067 91,051,802 263,296,239
事業費 0 43,721,441 20,449,314 64,170,755
事務費 23,070 39,434,935 18,237,044 57,695,049
利用者負担軽減額 0 1,466,097 4,707 1,470,804
原価償却費 0 23,480,178 17,078,417 40,558,595
国庫補助金等特別積立金取崩額 0 − 8,747,648 − 5,425,083 − 14,172,731
徴収不能額 0 0 0 0
徴収不能引当金繰入 0 0 0 0
その他の費用 0 0 0 0

サービス活動費用計⑵ 18,467,440 253,155,070 141,396,201 413,018,711
サービス活動増減額⑶＝⑴−⑵ − 17,636,440 36,444,528 − 6,143,409 12,664,679

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
　
　
益

借入金利息補助金収益 0 0 0 0
受取利息配当金収益 447 1,818 1,189 3,454
有価証券評価益 0 0 0 0
有価証券売却益 0 0 0 0
投資有価証券評価益 0 0 0 0
投資有価証券売却益 0 0 0 0
その他のサービス活動外収益 181,120 642,368 715,656 1,539,144

サービス活動外収益計⑷ 181,567 644,186 716,845 1,542,598

費
　
　
用

支払利息 721,676 3,514,967 2,048,400 6,285,043
有価証券評価損 0 0 0 0
有価証券売却損 0 0 0 0
投資有価証券評価損 0 0 0 0
投資有価証券売却損 0 0 0 0
その他のサービス活動外費用 0 319,157 472,867 792,024

サービス活動外費用計⑸ 721,676 3,834,124 2,521,267 7,077,067
サービス活動外増減差額⑹＝⑷−⑸ − 540,109 − 3,189,938 − 1,804,422 − 5,534,469
経常増減差額⑺＝⑶+⑹ − 18,176,549 33,254,590 − 7,947,831 7,130,210

特
別
増
減
の
部

収
　
　
益

施設整備等補助金収益 0 0 0 0
施設整備等寄付金収益 0 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還寄付金収益 0 0 0 0
固定資産受増額 0 0 0 0
固定資産売却益 0 0 0 0
拠点区分間繰入金収益 71,820,450 50,603,371 47,258,534 169,682,355
その他の特別収益 0 0 0 0

特別収益計⑻ 71,820,450 50,603,371 47,258,534 169,682,355

費
　
　
用

基本金組入額 0 0 0 0
資産評価損 0 0 0 0
固定資産売却損・処分損 0 0 0 0
国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） 0 0 0
国庫補助金等特別積立額 0 0 0 0
災害損失 0 0 0 0
拠点区分間繰入金費用 45,074,145 80,895,682 43,712,528 169,682,355
その他の特別損失 0 0 0 0

特別費用計⑼ 45,074,145 80,895,682 43,712,528 169,682,355
特別増減差額（10）＝⑻−⑼ 26,746,305 − 30,292,311 3,546,006 0

当期活動増減差額合計（11）＝⑺＋（10） 8,569,756 2,962,279 − 4,401,825 7,130,210
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期末繰越活動増減差額（12） − 56,706,504 52,377,710 14,941,369 10,612,575
当期末繰越活動増減差額（13） − 48,136,748 55,339,989 10,539,544 17,742,785

基本金取崩額（14） 0 0 0 0
その他の積立金取崩額（15） 0 0 0 0
その他の積立金積立額（16） 0 0 0 0

次期繰越活動増減差額（17）＝（13）+（14）+（15）-（16） − 48,136,748 55,339,989 10,539,544 17,742,785

平成27年度決算（事業活動）
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総合福祉施設

♥炭酸饅頭作り♥ ♥おやつバイキング♥
　1月18日施設全体で炭酸饅頭作りを行いました。
　粉をねる人、生地を分ける人、生地を餡にいれて
包み込む人、グラシン紙にのせる人、と役割分担を
決め、それぞれが役割を決めて作りました。昔とっ
た杵柄でしばらく饅頭つくりから離れていた方も
手際よく作られていました。
　おやつの時間においしく頂きま
した。ありがとうございました。

　２月12日、今日はお楽しみのおやつバイキングです。
　内容はアップルパイ・りんごケーキ・牛乳くずも
ち、ピザ・チョコフォンデュ・黒糖まんじゅう・フ
ルーツゼリー・きな粉ムース・チョコプリンとどれ
も気になるものばかりです。
　いつもより目を輝かせておやつを選ぶ方、ゆっく
り味わっている方、男性女性問わずに笑みが自然と
こぼれます。リクエストがあれば職員に言ってくだ
さいね。

♥ぜんざい作り♥

♥母の日会♥

　４月28日従来型では４月の合同誕生日会にてぜ
んざい作りを行いました。
　誕生日の方は一名でしたが前日より、小豆を煮
て、多くの方に団子をこねたり、伸ばしたりと参加
していただきました。「はい、もっちきなー」と元気
よく声をあげる方、黙々と取り組む方、様々でした
が皆さん手際よく作業をすすめられていました。
　何よりもいつもより皆さん良いお顔と、表情をさ
れていました。また一緒に作りましょう！！

　母の日会を従来型特養にて行いました。
　職員と利用者の方でリンゴの皮むき競争を行いま
した。流石昔とった杵柄ということで手際よく、皮も
切れずにきれいにむく利用者の方もいらっしゃいま
した。むいたりんごは、おやつに使いました。
　またその後は福笑いをしながら盛り上がりまし
た。日頃の感謝の意味を込めて感謝状を女性利用者
一人一人にお配りしています。
　皆さん、いつもありがとうございます。これから
もお元気でお過ごしください。

12月生まれ
高　橋　豊　子 様 大正10年12月12日 満94歳
進　　　スエヨ 様 大正14年12月21日 満90歳

1月生まれ

丸　山　　　巌 様 昭和　2年　1月　1日 満89歳
秋　岡　フユコ 様 昭和　4年　1月　1日 満87歳
小　野　スズエ 様 大正12年　1月　4日 満93歳
平　山　初　子 様 大正10年　1月15日 満95歳
佐々木　ヒサコ 様 大正10年　1月31日 満95歳

2月生まれ

伊　藤　須美江 様 大正14年　2月10日 満91歳
古　澤　節　子 様 昭和　5年　2月11日 満86歳
今　井　サダ子 様 昭和12年　2月13日 満79歳
首　藤　ミユキ 様 大正　7年　2月17日 満98歳
首　藤　ノブコ 様 大正　8年　2月20日 満97歳
志　賀　律　子 様 昭和10年　2月28日 満81歳

3月生まれ
田　中　ユキコ 様 大正11年　3月　1日 満94歳
三　浦　好　子 様 昭和　5年　3月　2日 満86歳

3月生まれ

衛　藤　利　子 様 大正　8年　3月　3日 満97歳
藤　本　桂　子 様 昭和　9年　3月　6日 満82歳
池　田　マサコ 様 大正　5年　3月10日 満100歳
久　良　スミ子 様 昭和　7年　3月15日 満84歳
大　塚　忠　則 様 昭和14年　3月27日 満77歳

5月生まれ

大久保　ハスミ 様 昭和　6年　5月　2日 満85歳
藤　部　千恵子 様 昭和24年　5月　3日 満67歳
吉　野　千　草 様 大正14年　5月22日 満91歳
小　野　幸　子 様 大正　8年　5月25日 満97歳
吉　野　久　江 様 昭和　2年　5月28日 満89歳
森　本　百合子 様 昭和　7年　5月28日 満84歳

6月生まれ

谷　　　伸　一 様 昭和24年　6月21日 満67歳
衛　藤　純　一 様 昭和28年　6月23日 満63歳
森　本　　　等 様 大正10年　6月24日 満95歳
安　藤　澄　子 様 大正14年　6月27日 満91歳

お誕生日おめでとう
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【抱負】入居者の方々が、生涯幸福
感を共有できるようお一人お一
人に“おもてなし”の精神を第一
に心がけ、あらゆる仕事に全力で
取り組んでいきたいと考えてお
ります。上司・先輩スタッフのご
指導を頂きながら頑張りますの
で、よろしくお願い致します。

おぎのえん

介護老人福祉施設

♥節分・雛祭り♥
　2月３日は節分♪荻の苑へもアフロヘアーの鬼が訪
れました。ご入居者様は「鬼は外～♪福は内～♪」と大
きな声を出し、豆を投げていました。皆さんが頑張っ
てくれたおかげで、邪気が払われ、さわやかな春を迎
えることができました。
　3月3日は雛祭りということで、今年もお目見えした
40年物のお雛様を見に、次々とご入居者様が苑内散
歩に来られていました。玄関ロビーへお花を活けてく
ださり、生け花教室の先生としてお世話になっている
大塚先生がお雛様に合わせて、桃の花
を活けて持ってきてくれました。いつも
ありがとうございます。

♥100歳！竹田市長訪問♥
　3月5日に鳴川ナスヱ様、3月11日に白石ナカエ様
が100歳のお誕生日を迎えられました。お祝いに首
藤勝次竹田市長様が来苑され、お二人もご家族もと
ても嬉しそうでした。大分合同新聞社さんのインタ
ビューに、少し緊張ぎみでしたがしっかり返答して
いました。遠方より来られているご家族もおり、と
ても賑やかな2日間になりました。本当におめでと
うございます！

♥お接待♥
　3月17日に荻保育所の年長組さんと年中組さんが、
少し早いお接待に来苑されました。保育園児さんが来
られるということで、「何か振る舞いたい！」と、ご入居
者様と職員でビーズアクセサリーや写真立てを作り、
お渡ししました。お礼にと、お歌の披露とギューっと
“ハグ”のプレゼントがあり、嬉しさのあまり涙を流さ
れる方もいました。またいつでも遊びに来てください
ね♪園児の皆さん、先生方、ありがとうございました。

♥エコバック作り♥
　4月19日、荻プレスセンター佐藤様による新聞を
使ったエコバック作り教室が開かれました。ゆっく
りと丁寧に教えていただき、皆さん立派なエコバッ
クを完成されていました。ご入居者は「うまくできて
よかった。新聞紙はたくさんあるからまた作りた
い。」と笑顔で話され、皆さんとても楽しそうでした。
　佐藤様、お忙しい中ありがとうございました。

名前
甲斐　セシリア
所属
事務支援科
出身
竹田市九重野

【抱負】３月に入職しました。特養
での仕事は経験がありませんが、
日々ご利用者様と接する中で少
しずつ経験値を積んでいけたら
と思います。ユニットケアの特徴
を活かして“一期一笑”を実現で
きるように頑張ります。よろしく
お願いします。

名前
三重野　寿一
所属
ひなため地区 いちごユニット
出身
竹田市

【抱負】昨年９年より入職しまし
た。ご入居者一人一人に寄り添
い援助していきたいと思います。
わからないことも多々あります
が、笑顔を忘れず一生懸命頑張
っていきたいと思います。よろ
しくお願いします。

名前
津島　政江
所属
看護科
出身
長崎県佐世保市

【抱負】ご利用者様にいつでも頼
ってもらえ、笑顔が絶えない生
活場を作っていけたらと思って
います。そして地域や施設に貢
献できるように努めていきたい
です。よろしくお願いします。

名前
阿南　新治
所属
介護科 さくらユニット
出身
豊後大野市三重町

新
人
職
員
紹
介

総合福祉施設

♥炭酸饅頭作り♥ ♥おやつバイキング♥
　1月18日施設全体で炭酸饅頭作りを行いました。
　粉をねる人、生地を分ける人、生地を餡にいれて
包み込む人、グラシン紙にのせる人、と役割分担を
決め、それぞれが役割を決めて作りました。昔とっ
た杵柄でしばらく饅頭つくりから離れていた方も
手際よく作られていました。
　おやつの時間においしく頂きま
した。ありがとうございました。

　２月12日、今日はお楽しみのおやつバイキングです。
　内容はアップルパイ・りんごケーキ・牛乳くずも
ち、ピザ・チョコフォンデュ・黒糖まんじゅう・フ
ルーツゼリー・きな粉ムース・チョコプリンとどれ
も気になるものばかりです。
　いつもより目を輝かせておやつを選ぶ方、ゆっく
り味わっている方、男性女性問わずに笑みが自然と
こぼれます。リクエストがあれば職員に言ってくだ
さいね。

♥ぜんざい作り♥

♥母の日会♥

　４月28日従来型では４月の合同誕生日会にてぜ
んざい作りを行いました。
　誕生日の方は一名でしたが前日より、小豆を煮
て、多くの方に団子をこねたり、伸ばしたりと参加
していただきました。「はい、もっちきなー」と元気
よく声をあげる方、黙々と取り組む方、様々でした
が皆さん手際よく作業をすすめられていました。
　何よりもいつもより皆さん良いお顔と、表情をさ
れていました。また一緒に作りましょう！！

　母の日会を従来型特養にて行いました。
　職員と利用者の方でリンゴの皮むき競争を行いま
した。流石昔とった杵柄ということで手際よく、皮も
切れずにきれいにむく利用者の方もいらっしゃいま
した。むいたりんごは、おやつに使いました。
　またその後は福笑いをしながら盛り上がりまし
た。日頃の感謝の意味を込めて感謝状を女性利用者
一人一人にお配りしています。
　皆さん、いつもありがとうございます。これから
もお元気でお過ごしください。

12月生まれ 下　城　光　子 様 昭和　3年12月12日 満87歳

1月生まれ 後　藤　　　靜 様 大正　9年　1月　1日 満96歳

2月生まれ

伊　東　幸　喜 様 昭和11年　2月　3日 満80歳

佐　藤　テルコ 様 昭和17年　2月16日 満74歳

吉　良　清　水 様 大正13年　2月22日 満92歳

3月生まれ
鳴　川　ナスヱ 様 大正　5年　3月　5日 満100歳

白　石　ナカエ 様 大正　5年　3月11日 満100歳

6月生まれ
奥　村　初　代 様 大正14年　6月　3日 満91歳

佐　藤　洋　子 様 昭和　9年　6月29日 満82歳

お誕生日おめでとう
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設備防災班の
活動について

　美晴が丘では、7つの作業班活動を通して、ご利用者の安全な生
活をサポートしています。
　職員は、原則一人1班（場合によって2班）に所属し、月1回の定例
会議により、計画の実施を行っています。
　設備防災班では、施設内の設備の点検、管理及び、有事の際の避
難訓練を主に班活動を行っています。
　毎月一回の避難訓練、２か月に一回の緊急連絡網訓練に加え、夜
間避難訓練、行方不明者捜索訓練、地震避難訓練と、様々なケース
を想定し訓練を計画しています。

　最大震度７という未曽有の地震が起きた４月14、16日。16日の深
夜に起きた本震は、ご利用者が寝静まっている午前１時の事でした。
　周りをサポートしてくれている方々、また、御利用者の家族より安
否確認の電話がかかります。
　非常ベルの鳴る中、夜勤者、宿直の職員、管理部門の職員など、密な
連携をとる事で、混乱を最小限に抑えることが出来ました。
　その後、度重なる余震の中、水が濁っていたり、トイレの水が流れ
なかったりと、次々と問題が上ってきました。市役所の方と相談しあ
い、また、大分市の水道局の方より
給水支援を受けたり、都度問題の解
決に当たってきました。
　水の濁りはなかなか落ち着かず、
20リッタータンクでの給水を続け
たり、200リッタータンクを栄寿荘
様に借りて対応したりでした。

　大々的な総合避難訓練を実施しました。

４．１４熊本・大分地震について

5/26の避難訓練と消火訓練について

90名弱の方に参加をいただきました。

地震・火災は、
いつ起きるかわかりません。

これからも、利用者が安心安全な日々を
送るため、頑張り続ける設備防災班です。
考えて行動する組織・集団づくりを

していきます。

火元は２階、くろたけのリビング、
消防署の方が見守る中、非常ベルを
押すメンバーも緊張します。

エレベーターが使えないことを想定し、
スロープを使っての避難です。
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設備防災班の
活動について

　美晴が丘では、7つの作業班活動を通して、ご利用者の安全な生
活をサポートしています。
　職員は、原則一人1班（場合によって2班）に所属し、月1回の定例
会議により、計画の実施を行っています。
　設備防災班では、施設内の設備の点検、管理及び、有事の際の避
難訓練を主に班活動を行っています。
　毎月一回の避難訓練、２か月に一回の緊急連絡網訓練に加え、夜
間避難訓練、行方不明者捜索訓練、地震避難訓練と、様々なケース
を想定し訓練を計画しています。

　最大震度７という未曽有の地震が起きた４月14、16日。16日の深
夜に起きた本震は、ご利用者が寝静まっている午前１時の事でした。
　周りをサポートしてくれている方々、また、御利用者の家族より安
否確認の電話がかかります。
　非常ベルの鳴る中、夜勤者、宿直の職員、管理部門の職員など、密な
連携をとる事で、混乱を最小限に抑えることが出来ました。
　その後、度重なる余震の中、水が濁っていたり、トイレの水が流れ
なかったりと、次々と問題が上ってきました。市役所の方と相談しあ
い、また、大分市の水道局の方より
給水支援を受けたり、都度問題の解
決に当たってきました。
　水の濁りはなかなか落ち着かず、
20リッタータンクでの給水を続け
たり、200リッタータンクを栄寿荘
様に借りて対応したりでした。

　大々的な総合避難訓練を実施しました。

４．１４熊本・大分地震について

5/26の避難訓練と消火訓練について

90名弱の方に参加をいただきました。

地震・火災は、
いつ起きるかわかりません。

これからも、利用者が安心安全な日々を
送るため、頑張り続ける設備防災班です。
考えて行動する組織・集団づくりを

していきます。

火元は２階、くろたけのリビング、
消防署の方が見守る中、非常ベルを
押すメンバーも緊張します。

エレベーターが使えないことを想定し、
スロープを使っての避難です。

晴ればれQ&A（その29）
事務局長　向　壽雄　　

　久しぶりにこのコーナーが復活します。そこで、
今回は平成２７年６月に実施したアンケート調査
で寄せられた「意見・要望」に対して書かせてい
ただきます。
　「こういったアンケートで改善するのも大変効
果があるとは思いますが、年に１,２回くらいは
職員さんと第三者委員、そして利用者の家族が一
堂に集まって食事会、新年会、花見会、忘年会な
どを実施して交流し連携をとれるようにすること
が大切ではないでしょうか？」
　…もとの文章からは少し加工していますが、こ
のような内容のご意見がありました。
　美晴が丘では、平成 16 年から毎年祭り週間の
行事として「ご家族と職員との懇親会」を実施し
ています。ご案内は請求書に同封するという形で、
特養、短期入所、デイサービス、訪問介護、居宅
介護支援、配食サービス、サ高住など美晴が丘で
実施しているほぼ全てのサービスのご利用者ご家
族に対して行っておりますが、残念なことに毎年
の参加者は 10 名前後となっています。
　平成 27 年度（第 10 回）は 10 月 8 日に開催し、
従来型特養 1 名、ユニット型特養 6 名の 7 名で
した。参加した職員は、施設長、事務局長、処遇
科長、事務支援室長（従来型相談員）、ユニット
型相談員、短期入所相談員、看護サービス室長、
食事サービス室長、施設サービス室長、従来型主
任、かえでユニットリーダー、デイサービス相談
員の 12 名です。会は午前 10 時に施設長の挨拶
に始まり、職員の自己紹介、ご家族の自己紹介、
各部署からの取り組みと課題の報告と説明、ご家
族からの要望・意見・質問等と続き、最後に食事
をとりながらの懇親会で午後 1 時に終わりまし
た。この場でも、多くのご質問とご意見が出され
ました。多くの職員にとって、ご家族のご意見・
ご要望等を直接お聞きすることは、良いことも悪
いことも含めて大きな意味を持ちます。また、各
現場の実情報告や現在の取り組みなどをご家族に
直接報告し、説明させていただくこともやはり大
きな意味があります。今行っているサービスの内

容について、なぜそうしているのか、何を目的に
そうしているのか、そこに込められた職員の思い
とは、そういったことをお伝えできることはお互
いの理解を深める基礎にもなり得ます。
　例えば、施設ではご利用者に“おしぼりたたみ”
などをしていただいていますが、それは生活リハ
ビリの一環として行っているのであり、決して職
員の手助けをしていただいているわけではありま
せん。職員が自分で行った方がはるかに速く、確
実にできます。ですが、ご利用者に役割を提供し、
手足を動かし、頭を使っていただくことは、その
方の QOL の維持にとって大きな意味があるので
す。トイレで排泄をしていただく、ただそれだけ
で、ベッドから降り、立ち、歩き、座るという行
動が伴ってきます。それら小さな行為のすべてが
ご利用者の体力維持にとっては相当大きな効果を
上げています。ただし、ご利用者によっては危険
を伴うこともあります。動くということは、転倒
や転落の危険と隣り合わせでもあります。だから
こそ、職員は悩みながら取り組んでいるのです。
　…というようなことを理解していただきたい、
そして何よりもご家族の思いやご意見をお聞きし
たいからこそ懇親会を開催しています。ぜひ、多
くのご参加をお待ちしています。

　また、毎月第 2 土曜日（お盆や秋祭りなどの関
係で 8 月、10 月、2 月は第 3 土曜日）の午後 2
時から、第三者委員による相談会を開催していま
す。5 人の第三者委員が毎月交替で待機していま
すので、ご意見や苦情等をお持ちの方は是非相談
していただきたいと思います。予定は施設玄関に
張り出していますので、ご希望の第三者委員にご
相談ください。お急ぎの場合には、直接第三者委
員にお電話していただいても結構です。どうか、
より多くの皆さんが第三者委員をうまく活用して
いただけることを願っています。

　このQ&Aでは、ご利用者及びご家族の様々なご質問やご意見・苦情等についてのお答えやご説
明をしています。ご質問等がありましたら、お気軽に職員にお声掛けください。（リニューアル後
のホームページには、過去のQ&Aを掲載しています。）
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　衛生管理は、ご利用者はもちろん私達職員の疾病や災害から守る為に行うものです。万一事故が発生
すると、それは利用者の健康や生命に関わる重大なものであり、施設に対する社会的信用を失うきわめ
て大きな被害となります。そのため、あらゆる対応を行い、管理することが重要です。衛生管理につい
て見直してみましょう。

食中毒予防について～夏季～

衛生管理

　体に害を及ぼす細菌やウイルスを含む飲食物を人が口から摂取した結果
として起こる下痢や嘔吐や発熱などの疾病（中毒）の総称です。

食中毒とは…？

　菌やウイルス（原因菌）が増殖しやすい環境（水分・養分・温度）が揃
うと私たちの目に見えないうちにどんどん増殖していき、その原因菌の付
着した飲食物を食べることで発生します。

　手洗いは、感染や二次汚染による細菌性食中毒を未然に防ぐために必要な手段です。
　原則として下記の場合、手洗い及び消毒を行なうことが必要です。
・作業（食事介助、飲食物の準備等）開始前及びトイレ使用後
・食品に直接触れる作業にあたる直前
・生の食肉類、魚介類、卵等微生物の汚染源となる恐れのある食品に触れた後、
　他の食品や器などに触れる場合

どのように発生するの…？

食中毒を発生させないためにはどうしたらいいの…？

手洗いのタイミング

まずは手洗いです。
職員もご利用者も手洗いをするよう

心掛けましょう

①『つけない』
②『増やさない』
③『殺　　　す』

※ノロウイルスは 85～ 90℃以上 90秒以上の加熱で死滅。
　アルコール除菌は無効。次亜塩素酸ナトリウムが有効。

→　手指、調理・配膳に使用する物を丁寧に洗い清潔に保つ。
→　増殖しやすい環境（水分・養分・温度）を作らない。
→　一般的な食中毒菌は 75℃以上 1分以上の加熱で死滅します。
　　アルコール除菌が有効。
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食中毒を発生させないためにはどうしたらいいの…？

手洗いのタイミング

まずは手洗いです。
職員もご利用者も手洗いをするよう

心掛けましょう

①『つけない』
②『増やさない』
③『殺　　　す』

※ノロウイルスは 85～ 90℃以上 90秒以上の加熱で死滅。
　アルコール除菌は無効。次亜塩素酸ナトリウムが有効。

→　手指、調理・配膳に使用する物を丁寧に洗い清潔に保つ。
→　増殖しやすい環境（水分・養分・温度）を作らない。
→　一般的な食中毒菌は 75℃以上 1分以上の加熱で死滅します。
　　アルコール除菌が有効。 〈畑作業〉

デイサービス通信

　今年も「あ・い・う・え・お」畑に夏野菜を植え
ました。男性利用者の方が畑の耕し、なす・きゅ
うり・かぼちゃ・ピーマンと植え付けまで一緒

に行いました。「早
く大きくなあれ～。
沢山なりますよう
に～。」と、つぶやき
ながら…。

〈ドライブ〉
　5月 18日
　ガンジーファームへドライブに出かけました。
アイスを食べたり家族の方にお土産を買ったり

と楽しいひと時を過
ごされました。

手指の正しい洗浄
正しい「手洗い」は食中毒や感染症の予防にかかすことができません

手指を流水でぬらす 石鹸を適量とる 手の平と手の平をこす
りよく泡立てる

手の甲をもう片方の手
の平でこする（両手）

指を組んで両手の指の
間をこする

親指をもう片方の手で
包みこする（両手）

指先（爪）でもう片方の
手の平をこする（両手）

必要な場合は爪ブラシ
を使って指先を洗う

両手首までていねいに
こする

流水でよくすすぐ ペーパータオルでよく水気をふき取る

（日医工（株）より提供）
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美晴が丘の秋祭りの
ボランティアに参加しませんか？

美晴が丘の秋祭りの
ボランティアに参加しませんか？

　総合福祉施設美晴が丘では毎年 10 月に美晴が丘の秋祭りを開催しています。
例年多くの方にボランティアに来ていただいております。今年も秋祭り当日のボ
ランティアの方を募集します。

日　時　平成28年10月9日（日曜日）
場　所　総合福祉施設　美晴が丘（竹田市直入町大字長湯9067番地4）
時　間　11:00～18:00（秋祭りは13:30～17:00）※昼食はこちらで準備します。
服　装　動きやすい服（当日にボランティア用のTシャツをお配りします）

美晴が丘　
住　所　竹田市直入町長湯9067番地4
電　話　0974-75-3333
担当者　向　寿雄

荻の苑　
住　所　竹田市荻町恵良原780番地2
電　話　0974-64-6886
担当者　工藤　朋子

電話番号:（0974）75-3333　FAX番号:（0974）75-3060
e-mail : jimu2@miharugaoka.com

参加を希望される方、ご質問、ご相談は、下記までご連絡ください。
皆さんのご応募をお待ちしております。地域渉外班　若林洋平　吉﨑広子

注意事項　原則として、各自で施設まで来ていただきます。
　　　　　また、駐車は施設周辺の秋祭り用駐車場をご利用ください。施設内への乗り入れはできません。

ケアワーカー（介護職員）募集中！
■入居者の生活支援及び介護・レクレーション、
　リハビリの提供・その他関連業務

■優しくてやる気のある方
■普通自動車運転免許（通勤に必要）
■正職員は60歳未満の方（60歳以降は再雇用制度適用）

■（7：00～16：00／8：00～17：00／10：00～19：00／
　 12：00～21：00／21：00～7：00）　※時間給職員は要相談

交通費支給（15,000円まで）、社会保険等完備　職員寮あり

随時受付（8：30～17：30）

仕事内容

応募資格

勤務時間

待　遇

施設見学＆相談

お問い合わせ

月給職員　 時給職員

広 報 班
編 集 後 記

　４月におきた熊本大分大地震により亡くなられ方に対し、心より哀悼の意
を表します。また被災された皆様においても心中をお察しし、心よりお見舞
い申し上げます。
　施設では特に事故はなかったのですが、水道が一時使用できない時があり
利用者の方々には大変ご迷惑をおかけいたしました。
　毎月避難訓練を行っています。万が一に備え、様々な事、時間を想定し職
員全員がより防災意識を高めていきたいと思います。
　地域の皆様と一緒にこれからも取り組んでまいりたいと思いますので、
ご協力をお願いいたします。

■監　　　修　向　　寿雄
■班　　　長　大野由佳里
■班 長 代 理　筑紫　恭子
■班　　　員　芝野津美子
　原山侑希美　工藤　佳美
　秦　　郁子　阿南　舞子
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